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一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
が
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
、
万
葉
集
巻
四
相
聞
に
載
る
次
の
二
首
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

大
納
言
兼
大
将
軍
大
伴
卿
の
歌
一
首

　

万
葉
集
巻
四
相
聞
の
五
一
七
・
五
一
八
番
歌
の
作
者
は
大お
お
と
も
の
や
す
ま
ろ

伴
安
麻
呂
と

そ
の
妻
石い
し
か
わ
の
い
ら
つ
め

川
郎
女
で
あ
り
、
夫
婦
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
二
首
は

と
も
に
不
義
密
通
を
題
材
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
神
事
の
禁
忌
と
対
比
す

る
と
い
う
論
理
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
一
の
場
で
生
ま
れ
た
一
組

の
歌
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
安
麻
呂
歌
は
神
木
に
触
れ
て
は
な
ら

な
い
禁
忌
と
、
律
令
の
「
姧
他
妻
妾
」
の
罪
と
を
対
比
す
る
。
石
川
郎
女

歌
は
春か
す

日が

山や
ま

の
聖
域
に
対
す
る
恐
れ
と
、
人
妻
の
も
と
に
通
う
こ
と
と
を

対
比
す
る
。
夫
婦
は
と
も
に
佐さ

保ほ

に
住
ん
で
お
り
、「
春
日
野
の
山
辺
の

道
」
を
通
っ
て
来
る
男
と
い
う
の
は
架
空
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

不
謹
慎
な
歌
は
、
額
田
王
と
大
海
人
皇
子
の
「
蒲
生
野
遊
猟
歌
」
に
似
て

お
り
、
春
日
祭
祀
に
関
わ
る
宴
の
席
で
歌
わ
れ
た
戯
れ
の
歌
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
時
期
的
に
は
平
城
京
遷
都
後
、
安
麻
呂
晩
年
の
作
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
歌
を
記
録
し
、
夫
婦
関
係
を
示
唆
す
る
題
詞
と
注

記
を
記
し
た
の
は
大
お
お
と
も
の
さ
か
の
う
え
の
い
ら
つ
め

伴
坂
上
郎
女
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
両
親
を
表
現
者

と
し
て
顕
彰
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】「
大お
お
と
も
の
や
す
ま
ろ

伴
安
麻
呂
」「
石い
し
か
わ
の
い
ら
つ
め

川
郎
女
」「
春か
す

日が

山や
ま

」「
佐さ

保ほ

」

「
大
お
お
と
も
の
さ
か
の
う
え
の
い
ら
つ
め

伴
坂
上
郎
女
」

論
　
文
　
要
　
旨

神
樹
と
人
妻―大

伴
安
麻
呂
と
石
川
郎
女
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
―

土
　
佐
　
秀
　
里

22-12-169_003-土佐秀里氏.indd   122-12-169_003-土佐秀里氏.indd   1 2023/02/16   8:59:542023/02/16   8:59:54



2

　
　

神
樹
に
も
手
は
触
る
と
云
ふ
を　

う
つ
た
へ
に
人
妻
と
云
へ
ば
触
れ
ぬ
も
の
か
も
（
４
―
五
一
七
）

　
　
　
　
　

石
川
郎
女
の
歌
一
首　
即
ち
佐
保
大
伴
の
大
家
な
り

　
　

春
日
野
の
山
辺
の
道
を
［
於
／
与
］
曽
理
無
く
通
ひ
し
君
が
見
え
ぬ
こ
ろ
か
も
（
五
一
八
）

　

題
詞
に
は
こ
の
二
首
が
贈
答
と
か
唱
和
の
関
係
に
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
首
の
作
者
が
夫
婦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

そ
し
て
題
詞
の
注
記
が
そ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、全
く
無
関
係
な
二
首
が
偶
々
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
見
る
の
は
か
え
っ
て
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

追
々
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
二
首
の
内
容
や
主
題
は
相
互
に
関
連
し
て
お
り
、
緊
密
な
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
改
め
て
こ
の
二
首
の
作
者
や
表
現
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
隠
さ
れ
た
趣
向
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
歌
が
生
成
す
る
空
間
の

地
理
的
・
宗
教
的
環
境
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

二
、
作
者
及
び
題
詞
に
つ
い
て

　

最
初
に
二
首
の
作
者
の
人
物
像
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
五
一
七
歌
の
作
者
は
「
大
納
言
兼
大
将
軍
大
伴
卿
」
と
あ
る
。
大
伴
氏
は
納
言
官
も
将
軍
職

も
輩
出
し
て
き
た
家
柄
で
あ
る
。
壬
申
の
乱
を
は
じ
め
と
す
る
内
乱
に
お
い
て
、
軍
事
氏
族
で
あ
る
大
伴
氏
か
ら
は
度
々
将
軍
に
任
じ
ら
れ
る
者
が
出
た
。
大

納
言
ま
で
昇
任
し
た
の
は
御
行
・
安
麻
呂
・
旅
人
の
三
人
だ
が
、
い
ず
れ
も
将
軍
と
し
て
従
軍
経
験
が
あ
る
。

　

大
伴
旅
人
は
征
隼
人
持
節
大
将
軍
も
大
納
言
も
歴
任
し
て
い
る
が
、
前
者
の
任
官
は
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
で
後
者
の
任
官
は
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
で
あ

り
、
そ
の
任
官
時
期
が
大
き
く
ず
れ
て
い
る
の
で
、「
兼
」
と
称
す
る
の
は
実
態
に
合
わ
な
い
。
旅
人
は
万
葉
集
に
お
い
て
「
大
宰
帥
大
伴
卿
」
ま
た
は
「
大

納
言
大
伴
卿
」
と
呼
称
さ
れ
て
お
り
、「
大
納
言
兼
大
将
軍
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
、
旅
人
の
父
・
安
麻
呂
は
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
八
月
に
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
同
年
十
一
月
に
は
大
納
言
兼
大
宰
帥
に
任
ぜ
ら
れ
て

い
る
が
、「
大
将
軍
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
記
事
は
見
え
な
い
。
し
か
し
『
続
日
本
紀
』
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
五
月
の
薨
去
記
事
に
は
「
大
納
言
兼
大
将

軍
正
三
位
大
伴
宿
祢
安
麻
呂
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
呼
称
が
安
麻
呂
を
指
す
も
の
と
し
て
通
用
し
て
い
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
巻
二
・
一
〇
一
番
歌
題
詞
「
大
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伴
宿
祢
」
の
注
記
に
も
「
大
伴
宿
祢
、
諱
を
安
麻
呂
と
曰
ふ
…
平
城
朝
に
大
納
言
兼
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、
薨
ず
る
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
二
九

番
歌
題
詞
の
注
記
に
「
宿
奈
麻
呂
宿
祢
は
、
大
納
言
兼
大
将
軍
卿
の
第
三
子
な
り
」
と
あ
る
の
も
、
言
う
ま
で
も
な
く
安
麻
呂
を
指
し
て
い
る
。
巻
三
・

四
六
一
番
歌
左
注
に
、
新
羅
尼
理
願
が
「
大
納
言
大
将
軍
大
伴
卿
家
」
に
寄
住
し
た
と
あ
る
の
も
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
時
点
で
「
既
に
数
紀
を
逕
た
り
」

（
一
紀
は
十
二
年
に
相
当
）
と
あ
る
か
ら
、
安
麻
呂
が
家
長
で
あ
っ
た
時
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

安
麻
呂
・
旅
人
の
父
子
は
ど
ち
ら
も
大
納
言
と
大
将
軍
を
歴
任
し
て
い
る
が
、
万
葉
集
に
お
い
て
両
者
の
呼
称
は
整
然
と
区
別
さ
れ
て
お
り
、「
大
納
言
（
兼
）

大
将
軍
」
は
「
佐
保
大
納
言
」
と
と
も
に
安
麻
呂
の
通
称
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
五
一
七
歌
の
作
者
は
安
麻
呂
と
確
定
で
き
る
。
安
麻
呂
は
兄
・

御
行
と
と
も
に
壬
申
の
乱
（
六
七
二
）
に
従
軍
し
て
お
り
、
ま
た
父
・
長
徳
が
白
雉
二
年
（
六
五
一
）
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
と
、
天
智
四
年
（
六
六
五
）
に

長
男
・
旅
人
が
誕
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
併
せ
る
と
、
孝
徳
朝
の
生
ま
れ
で
、
和
銅
七
年
の
薨
去
時
に
は
七
十
歳
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　

安
麻
呂
の
歌
は
、
巻
二
相
聞
の
天
智
朝
の
標
目
下
に
巨
勢
郎
女
と
の
贈
答
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
巻
二
・
一
二
六
題
詞
に
は
大
伴
田
主
に
つ
い
て
、「
佐

保
大
納
言
」
の
第
二
子
で
母
が
「
巨
勢
朝
臣
」
だ
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
安
麻
呂
の
最
初
の
夫
人
は
巨
勢
郎
女
で
あ
り
、
天
智
朝
初
年
に
結
婚

し
、
長
男
・
旅
人
も
同
女
が
産
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
巨
勢
郎
女
の
父
・
巨
勢
比
等
は
壬
申
の
乱
終
結
時
に
重
罪
戦
犯
と
し
て
裁
か
れ
、
子
孫
と
も

ど
も
流
刑
に
処
さ
れ
て
お
り
、
乱
を
契
機
に
安
麻
呂
一
族
と
は
明
暗
が
分
か
れ
た
。
大
海
人
軍
の
功
臣
安
麻
呂
と
、
近
江
方
の
重
臣
の
娘
と
の
婚
姻
が
、
乱
の

開
始
ま
た
は
終
結
を
契
機
に
破
綻
し
た
と
い
う
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
巨
勢
郎
女
が
佐
保
大
納
言
家
の
大
刀
自
と
な
る
こ
と
は
遂
に
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　

巨
勢
郎
女
に
代
わ
っ
て
安
麻
呂
の
正
妻
と
な
り
、
大
伴
家
の
大
刀
自
と
な
っ
た
の
が
、
坂
上
郎
女
の
母
・
石
川
郎
女
で
あ
る
。
石
川
郎
女
は
内
命
婦
に
も
任

ぜ
ら
れ
、
宮
中
深
く
に
入
り
込
ん
で
い
た
。
坂
上
郎
女
が
穂
積
親
王
に
嫁
し
た
の
も
、
聖
武
天
皇
に
直
接
歌
を
奉
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
母
が
築
き
上
げ
た

宮
中
人
脈
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

石
川
氏
は
か
つ
て
の
蘇
我
氏
で
あ
り
、
石
川
郎
女
（
女
郎
）
と
呼
称
さ
れ
た
女
性
は
複
数
存
在
し
た
。
万
葉
集
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
石
川
郎
女
（
女
郎
）
が

登
場
し
、
そ
の
同
定
が
難
し
い
。
五
一
八
番
歌
の
作
者
「
石
川
郎
女
」
も
、
も
し
注
記
が
な
け
れ
ば
、
ど
の
石
川
郎
女
な
の
か
確
定
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
題
詞
下
の
「
即
ち
佐
保
大
伴
の
大
家
な
り
」
と
い
う
注
記
は
、
こ
の
「
石
川
郎
女
」
が
他
な
ら
ぬ
大
伴
安
麻
呂
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に
明
示
す
る
た
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め
の
注
記
で
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
こ
の
注
記
が
な
け
れ
ば
五
一
七
歌
と
五
一
八
歌
と
の
間
に
は
関
り
が
見
出
せ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
注
記
に
は
、
二
首

を
結
び
付
け
て
読
者
に
読
ま
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

題
詞
下
の
注
記
は
、当
該
歌
の
み
な
ら
ず
巻
四
相
聞
に
お
い
て
編
纂
上
の
ひ
と
つ
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
巻
四
は
、巻
頭
の
仁
徳
朝
か
ら
持
統
朝
（
五
一
一

番
歌
が
持
統
六
年
の
作
）
あ
た
り
ま
で
を
「
古
」
の
歌
、
当
該
の
五
一
七
番
歌
以
降
、
大
伴
氏
関
連
の
歌
が
大
量
に
出
現
し
始
め
る
あ
た
り
か
ら
を
「
今
」
の

歌
と
考
え
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
断
層
は
原
資
料
の
違
い
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
も
の
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
、「
今
」
の
歌
は
明
ら
か
に
大
伴
氏
関
連
の
資
料

で
あ
る
。
そ
の
原
資
料
の
違
い
が
題
詞
に
端
的
に
表
れ
て
お
り
、「
古
」
の
歌
に
は
題
詞
下
に
注
記
が
附
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、「
今
」
の
歌
に
入
る
と
注
記

が
一
気
に
増
大
す
る
。
順
に
挙
げ
れ
ば
、「
即
佐
保
大
伴
大
家
也
」（
五
一
八
題
注
記
）「
今
城
王
之
母
也
。
今
城
王
、
後
賜
大
原
真
人
氏
也
」（
五
一
九
題
注
記
）

「
卿
、諱
曰
麻
呂
也
」（
五
二
二
題
注
記
）「
寧
楽
宮
即
位
天
皇
也
」（
五
三
〇
題
注
記
）「
志
貴
皇
子
之
女
也
」（
五
三
一
題
注
記
）「
佐
保
大
納
言
卿
之
第
三
子
也
」

（
五
三
二
題
注
記
）「
故
左
大
臣
長
屋
王
之
女
也
」（
五
五
六
題
注
記
）「
明
軍
者
、大
納
言
卿
之
資
人
也
」（
五
七
九
題
注
記
）「
大
伴
宿
奈
麻
呂
卿
之
女
也
」（
五
八
六

題
注
記
）「
女
王
者
、
穂
積
皇
子
之
孫
女
也
」（
六
二
四
題
注
記
）「
高
安
王
者
、
後
賜
姓
大
原
真
人
氏
」（
六
二
五
題
注
記
）「
志
貴
皇
子
之
子
也
」（
六
三
一
題

注
記
）「
鹿
人
大
夫
之
女
、名
小
鹿
也
。
安
貴
王
之
妻
也
」（
六
四
三
題
注
記
）「
志
貴
皇
子
之
子
、母
曰
多
紀
皇
女
也
」（
六
六
九
題
注
記
）「
穂
積
皇
子
之
孫
女
、

上
道
王
之
女
也
」（
六
九
四
題
注
記
）「
後
賜
姓
高
円
朝
臣
氏
也
」（
六
九
六
題
注
記
）「
大
伴
坂
上
郎
女
、
在
佐
保
宅
作
也
」（
七
二
一
題
注
記
）「
大
伴
坂
上
郎

女
、
在
春
日
里
作
也
」（
七
二
五
題
注
記
）「
離
絶
数
年
後
、
会
相
聞
往
来
」（
七
二
七
題
注
記
）「
女
郎
、
名
曰
小
鹿
也
」（
七
六
二
題
注
記
・
七
八
二
題
注
記
）

と
な
る
。
こ
の
題
詞
注
記
に
は
一
定
の
傾
向
が
あ
り
、
人
物
の
係
累
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
こ
と
は
見
れ
ば
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
安
麻
呂
・
旅
人
・

宿
奈
麻
呂
・
志
貴
皇
子
・
穂
積
皇
子
と
い
っ
た
特
定
の
人
物
に
関
わ
る
局
所
的
な
情
報
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
記
は
、
後
代
の
万
葉
集
書
写
者
に
よ
る
考
証
書
き
入
れ
で
は
な
く
、
原
本
か
ら
存
在
し
た
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
古
」

の
歌
群
に
は
こ
う
し
た
注
記
が
全
く
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
人
に
よ
る
書
き
入
れ
な
ら
ば
巻
四
全
体
に
わ
た
っ
て
均
等
に
注
記
が
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

む
し
ろ
「
古
」
の
歌
群
に
あ
る
「
難
波
天
皇
妹
」
と
か
「
碁
檀
越
」
と
か
「
草
嬢
」
と
い
っ
た
謎
め
い
た
人
名
の
方
が
、
よ
ほ
ど
考
証
家
の
興
味
を
惹
く
は
ず

で
は
な
か
ろ
う
か
。
万
葉
集
の
古
写
本
に
は
作
者
に
関
す
る
考
証
書
き
入
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
書
き
入
れ
ら
し
く
題
詞
の
右
傍
や
上
欄
に
細
字

で
書
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
て
、
題
詞
の
下
に
本
文
と
紛
れ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
は
し
な
い
。
ま
た
後
人
に
よ
る
書
き
入
れ
は
、
諸
本
間
で
記
述
の
精
粗
や
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内
容
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
右
の
注
記
記
事
は
み
な
題
詞
の
真
下
に
書
か
れ
て
お
り
、
現
存
古
写
本
に
共
通
し
て
現
れ
、
大
き
な
異
同
が
な
い
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
万
葉
集
の
編
纂
段
階
か
ら
存
し
て
い
た
記
述
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

注
記
の
内
容
も
後
人
に
よ
る
資
料
的
考
証
に
よ
る
推
測
で
は
な
く
、
か
な
り
狭
い
人
間
関
係
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
直
接
的
な
情
報
を
基
に
し
て
い
る
も
の
だ

と
言
え
る
。
し
か
も
そ
の
情
報
の
多
く
が
、
坂
上
郎
女
を
中
心
と
す
る
人
間
関
係
の
範
疇
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
特
に
注
意
さ
れ
る
の
が
七
二
一
と
七
二
五
の

注
記
で
、
こ
の
よ
う
な
個
人
的
な
作
歌
事
情
は
坂
上
郎
女
本
人
に
し
か
知
り
え
な
い
種
類
の
情
報
で
あ
る
。
七
二
七
の
注
記
が
家
持
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

「
今
」
の
歌
の
注
記
に
は
家
持
の
記
述
と
坂
上
郎
女
の
記
述
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
坂
上
郎
女
が
提
供
し
た
資
料
は
、
注
記
も
郎
女
自
身
に
よ
っ

て
書
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

こ
の
推
測
を
補
強
す
る
の
は
、
巻
四
の
坂
上
郎
女
関
連
歌
に
附
さ
れ
た
特
徴
的
な
左
注
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
も
順
に
挙
げ
れ
ば
、「
右
郎
女
者
、
佐
保
大

納
言
卿
之
女
也
。
初
嫁
一
品
穂
積
皇
子
、
被
寵
無
儔
。
而
、
皇
子
薨
之
後
時
、
藤
原
麻
呂
大
夫
、
娉
之
郎
女
焉
。
郎
女
、
家
於
坂
上
里
、
仍
族
氏
号
曰
坂
上
郎

女
也
」（
五
二
八
左
注
）「
右
一
首
、
姉
坂
上
郎
女
作
」（
五
八
六
左
注
）「
右
坂
上
郎
女
者
、
佐
保
大
納
言
卿
之
女
也
。
駿
河
麻
呂
、
此
高
市
大
卿
之
孫
也
。
両

卿
、
兄
弟
之
家
、
女
孫
、
姑
姪
之
族
。
是
以
題
歌
送
答
、
相
問
起
居
」（
六
四
九
左
注
）「
右
大
伴
坂
上
郎
女
之
母
石
川
内
命
婦
、
与
安
倍
朝
臣
虫
満
之
母
安
曇

外
命
婦
、
同
居
姉
妹
、
同
気
之
親
焉
。
縁
此
郎
女
虫
満
、
相
見
不
疎
、
相
談
既
密
。
聊
作
戯
歌
、
以
為
問
答
也
」（
六
六
七
左
注
）「
右
歌
、
報
賜
大
嬢
進
歌
也
」

（
七
二
四
左
注
）「
右
田
村
大
嬢
坂
上
大
嬢
、
並
是
右
大
弁
大
伴
宿
奈
麻
呂
卿
之
女
也
。
卿
、
居
田
村
里
、
号
曰
田
村
大
嬢
。
但
、
妹
坂
上
大
嬢
者
、
母
居
坂
上

里
、
仍
曰
坂
上
大
嬢
。
于
時
、
姉
妹
諮
問
、
以
歌
贈
答
」（
七
五
九
左
注
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
見
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
左
注
の
記
述

内
容
や
記
述
形
式
の
性
格
は
、先
に
挙
げ
た
題
詞
注
記
の
傾
向
に
き
わ
め
て
近
似
し
て
お
り
、同
一
筆
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。「
親
王
」

で
は
な
く
「
皇
子
」
と
い
う
古
い
表
記
を
用
い
て
い
る
点
も
、
両
者
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
左
注
の
記
述
内
容
に
は
、
身
内
や
当
事
者
し
か
知
り
え

な
い
よ
う
な
私
的
個
人
的
な
情
報
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
五
八
六
左
注
は
、
先
の
七
二
一
・
七
二
五
の
注
記
と
同
じ
く
坂
上
郎
女
自
身
し
か
知
り
え
な

い
作
歌
事
情
で
あ
る
。

　

し
か
も
こ
の
よ
う
な
私
性
の
強
い
左
注
は
、
巻
四
だ
け
で
は
な
く
、
巻
三
の
坂
上
郎
女
歌
（
祭
神
歌
・
尼
理
願
挽
歌
）
に
も
共
通
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

巻
を
越
え
て
同
一
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
大
伴
氏
お
よ
び
坂
上
郎
女
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関
わ
る
左
注
が
万
葉
集
各
巻
の
編
纂
段
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階
で
新
た
に
附
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
原
資
料
段
階
か
ら
す
で
に
存
在
し
た
作
者
自
記
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る（

１
）。

こ
う
し
た
私
的
個
人
的

な
情
報
は
、
坂
上
郎
女
自
身
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
最
も
無
理
が
な
い
。
こ
の
見
方
に
対
し
て
は
、
自
記
に
し
て
は
あ
ま
り
に
個
人
的
な
事

情
を
恥
ず
か
し
げ
も
な
く
開
示
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
そ
の
露
悪
性
に
こ
そ
「
歌
人
」
坂
上
郎
女

の
創
作
意
識
と
自
己
劇
化
的
志
向
が
顕
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
露
悪
的
な
ま
で
の
自
己
劇
化
は
、
平
安
朝
の
女
性
日
記
文
学
作
者
の
自
意
識
に

き
わ
め
て
近
似
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

　

坂
上
郎
女
が
大
伴
一
族
や
穂
積
皇
子
と
そ
の
血
縁
者
ま
で
を
も
巻
き
込
ん
で
劇
的
な
文
芸
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
当
該
の

五
一
七
・
五
一
八
歌
の
題
詞
の
記
述
に
も
、
自
ら
の
両
親
を
虚
実
綯
い
交
ぜ
の
文
芸
世
界
の
構
成
員
に
加
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
歌
と
題
詞
の
記
述
を
額
面
通
り
に
受
け
取
る
な
ら
、
五
一
七
歌
は
「
大
納
言
兼
大
将
軍
」
と
も
あ
ろ
う
者
が
「
人
妻
」
へ
の
恋
慕
を
吐
露
し
て
い
る
歌

と
な
り
、
五
一
八
歌
は
「
佐
保
大
伴
の
大
家
」
と
も
あ
ろ
う
者
が
、
春
日
山
方
面
か
ら
通
っ
て
来
る
男
性
（
そ
れ
は
「
佐
保
に
い
る
夫
」
以
外
の
男
性
と
い
う

こ
と
に
な
る
）
の
来
訪
を
待
つ
と
い
う
歌
と
な
り（

２
）、

ど
ち
ら
も
乱
倫
の
歌
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
二
つ
の
題
詞
に
は
「
大
伴
」
と
い
う
名
が
と
も
に
記
さ

れ
て
お
り
、
読
者
は
そ
れ
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
人
が
夫
婦
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
題
詞
は
二
首
の
関
係
性
や
場
の
同
一
性
に
は
言
及

し
な
い
が
、
夫
婦
関
係
を
示
唆
す
る
こ
と
で
、
隠
さ
れ
た
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
本
文
及
び
訓
読
に
つ
い
て

　

次
に
当
該
二
首
の
本
文
と
訓
読
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
五
一
七
歌
に
は
問
題
に
な
る
よ
う
な
本
文
の
異
同
は
な
い
が
、訓
読
に
つ
い
て
は
初
句
の「
神

樹
」
に
諸
説
が
あ
り
、
旧
訓
で
は
「
さ
か
き
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
が
、
契
沖
『
代
匠
記
』
精
撰
本
朱
書
に
「
か
み
き
」
と
訓
む
案
が
示
さ
れ
、
千
蔭
『
略
解
』

の
引
く
宣
長
説
も
「
か
み
き
」
と
訓
ん
だ
。
ま
た
真
淵
『
考
』
は
「
み
け
」
と
訓
み
、雅
澄
『
古
義
』
は
「
か
む
き
」
と
訓
ん
だ
。「
神
の
木
」
と
い
え
ば
「
榊
」

と
い
う
聯
想
は
自
然
だ
が
、
し
か
し
「
奥
山
の
賢
木
の
枝
に
白
香
付
け
木
綿
取
り
付
け
て
」（
３
－
三
七
九
）
と
い
う
歌
や
、「
天
香
具
山
の
五
百
つ
真
賢
木
」

に
玉
や
鏡
を
取
り
付
け
た
と
い
う
記
事
（
神
代
記
・
天
石
屋
戸
条
）
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
さ
か
き
」
は
枝
を
祭
具
・
奉
献
物
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
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「
手
に
触
れ
る
の
は
あ
た
り
ま
へ
」（
澤
瀉
『
注
釈
』）
で
あ
る
か
ら
「
触
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
の
歌
の
文
脈
に
は
適
合
し
な
い
。「
か
む
き
」
と
い
う

語
は
万
葉
集
に
も
上
代
文
献
に
も
用
例
が
な
い
が
、
御
神
木
を
意
味
す
る
「
神
杉
」
と
い
う
類
似
の
語
が
万
葉
に
三
例
あ
り
、「
神
＋
名
詞
」
と
い
う
神
事
関

係
の
複
合
語
は
多
数
存
在
す
る
の
で
、「
か
む
き
」
と
い
う
語
構
成
を
想
定
す
る
こ
と
に
無
理
は
な
い
。

　

五
一
八
歌
に
は
、
解
釈
を
左
右
す
る
顕
著
な
本
文
の
異
同
が
三
句
に
見
ら
れ
る
。
元
暦
校
本
は
三
句
の
本
文
を
「
於
曽
理
無
」
と
し
、
別
行
の
訓
を
「
を
そ

り
な
く
」
と
す
る
。
だ
が
同
じ
次
点
本
で
も
、
紀
州
本
や
古
葉
略
類
聚
鈔
は
本
文
を
「
与
曽
理
無
」
と
し
、「
ヨ
ソ
リ
ナ
ク
」
と
傍
訓
す
る
。
類
聚
古
集
の
本

文
は
「
山
辺
道
乎
曽
理
無
」
と
あ
り
、別
行
の
訓
に
は
「
や
ま
へ
の
み
ち
を
を
そ
り
な
く
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
乎
」
の
下
に
あ
っ
た
踊
り
字
が
脱
落
し
た
か
、

も
し
く
は
「
於
」
が
脱
落
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
金
沢
本
は
本
文
が
「
与
曽
理
無
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
か
別
行
訓
に
は
「
お
そ
り
な
く
」
と
あ

る
。
陽
明
文
庫
本
は
本
文
を
「
与
曽
理
無
」
と
し
、
そ
の
右
に
「
ヨ
ソ
リ
ナ
ク
」
と
傍
訓
す
る
が
、
な
ぜ
か
「
与
」
の
左
傍
に
は
わ
ざ
わ
ざ
「
ヲ
」
の
訓
を
附

し
て
い
る
。
広
瀬
本
も
「
与
曽
理
無
」
を
本
文
と
す
る
が
、別
行
の
訓
に
は
最
初
「
ヲ
ソ
リ
ナ
ク
」
と
あ
っ
た
も
の
を
「
ヨ
ソ
リ
ナ
ク
」
に
直
し
た
形
跡
が
残
っ

て
い
る
。
そ
し
て
西
本
願
寺
本
は
、
本
文
を
「
与
曽
理
無
」
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
右
に
「
於
曽 

古
」
と
わ
ざ
わ
ざ
傍
記
し
て
い
る
。
訓
も
右
傍
に
は
「
ヨ

ソ
リ
ナ
ク
」
と
あ
る
が
、「
与
」
の
左
傍
に
は
「
ヲ
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

は
た
し
て
三
句
は
「
よ
そ
り
な
く
」
な
の
か
「
お
そ
り
な
く
」
な
の
か
。
単
純
に
現
存
本
文
の
数
の
上
だ
け
で
言
え
ば
「
与
曽
理
」
と
い
う
本
文
が
優
勢
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
次
点
期
の
段
階
で
相
当
の
混
乱
が
見
ら
れ
、
仙
覚
新
点
に
お
い
て
も
両
論
併
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、「
於
曽
理
」
と

い
う
本
文
に
も
そ
れ
な
り
の
正
統
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
正
字
「
與
」
を
書
い
た
伝
本
が
な
い
こ
と
も
「
与
曽
理
」
の
正
統
性
に
不
安
を
感
じ

さ
せ
る
。

　
「
よ
そ
り
な
し
」
と
い
う
形
容
詞
は
、
万
葉
集
は
も
ち
ろ
ん
後
世
の
文
献
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、「
よ
そ
り
」
と
い
う
名
詞
も
存
在
を
確
認
で
き
な
い
。

「
よ
そ
る
」
と
い
う
動
詞
は
万
葉
集
中
に
用
例
が
見
ら
れ
る
。
仮
名
書
き
確
例
は
次
の
六
例
で
あ
る
。

①�　

…
汝
を
そ
も　

吾
に
依
す
と
云
ふ　

吾
を
も
そ　

汝
に
依
す
と
云
ふ　

荒
山
も　

人
し
依
す
れ
ば　

余
所
留
と
ぞ
云
ふ　

汝
が
心
ゆ
め
（
13
―

三
三
〇
五
）

②　

に
ひ
た
山
嶺
に
は
つ
か
な
な
吾
に
余
曽
利　

は
し
な
る
児
ら
し
あ
や
に
愛
し
も
（
14
―
三
四
〇
八
）
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③　

山
鳥
の
尾
ろ
の
は
つ
を
に
鏡
か
け
と
な
ふ
べ
み
こ
そ
汝
に
与
曽
利
け
め
（
14
―
三
四
六
八
）

④　

遠
し
と
ふ
こ
な
の
し
ら
嶺
に
あ
ほ
し
だ
も　

あ
は
の
へ
し
だ
も
汝
に
こ
そ
与
佐
礼
（
14
―
三
四
七
八
）

⑤　

ひ
と
嶺
ろ
に
云
は
る
も
の
か
ら　

あ
を
嶺
ろ
に
い
さ
よ
ふ
雲
の
余
曽
里
づ
ま
は
も
（
14
―
三
五
一
二
）

⑥　

白
波
の
与
曽
流
浜
辺
に
別
れ
な
ば
い
と
も
す
べ
な
み
八
度
袖
ふ
る
（
20
―
四
三
七
九
）

　

①
以
外
の
用
例
が
す
べ
て
東
歌
か
防
人
歌
に
偏
る
の
で
、「
よ
そ
る
」
は
東
国
語
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
⑥
は
「
波
が
寄
せ
る
」
意
で
、「
寄
す
る
」
の
音

訛
と
見
ら
れ
る
。
②
～
④
は
相
手
を
「
吾
に
よ
そ
る
」
ま
た
は
自
分
を
「
汝
に
よ
そ
る
」
と
い
う
類
型
を
成
し
て
お
り
、
意
味
的
に
は
「
寄
す
る
」
と
同
じ
で

あ
る
。
⑤
の
「
よ
そ
り
づ
ま
」
は
、
第
三
者
に
よ
っ
て
自
分
に
「
寄
せ
ら
れ
た
妻
」
と
い
う
意
味
か
と
思
わ
れ
、「
里
人
の
言
縁
妻
」（
11
―
二
五
六
二
）
と
同

義
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
「
人
気
の
な
い
荒
山
で
も
、
誰
か
が
人
を
寄
せ
れ
ば
、
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
」
と
い
う
意
味
か
と
思
わ
れ
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
「
よ

そ
る
」
に
は
受
身
の
意
味
が
強
い
こ
と
に
な
る
。
①
は
東
国
歌
で
は
な
い
が
、
俗
語
的
な
歌
だ
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
仮
名
書
き
例
に
加
え
て
、
集
中

の
「
所
因
・
所
縁
・
所
依
」
を
「
よ
そ
る
」
と
訓
む
注
釈
書
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
「
よ
さ
ゆ
」
と
か
「
よ
れ
る
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
多
分

に
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
「
よ
そ
る
」
の
用
例
と
は
し
な
い
が
、
仮
に
「
よ
そ
る
」
と
訓
読
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
味
は
他
動
詞
「
寄

す
」
プ
ラ
ス
受
身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
動
詞
「
よ
そ
る
」
が
他
動
詞
「
寄
す
」
の
派
生
語
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
自
ら
「
寄
る
」
意
で
は
な
い
の
で
、「
寄
り
道
を
す
る
」

と
か
「
浮
気
を
す
る
」
と
い
っ
た
主
体
的
動
作
に
は
な
ら
な
い
。「
よ
そ
る
」
と
は
、
第
三
者
に
よ
っ
て
男
女
が
「
寄
せ
ら
れ
る
」、
す
な
わ
ち
「
く
っ
つ
け
ら

れ
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
言
成
す
」
と
か
「
言
寄
す
」
と
同
様
の
意
味
を
担
っ
て
い
る
。
誰
か
を
誰
か
に
「
よ
そ
る
」
の
は
第
三
者
の
意
志
に
よ
る
操

作
的
行
為
で
あ
っ
て
、本
人
の
主
体
的
意
志
と
は
無
関
係
の
動
作
で
あ
る
。
当
該
本
文
が
「
よ
そ
り
な
く
通
ひ
し
君
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、そ
の
意
味
は
「
誰

か
と
く
っ
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
私
の
も
と
に
通
っ
た
あ
な
た
」
と
な
り
、
こ
れ
で
は
「
君
」
自
身
の
熱
意
や
誠
実
さ
の
形
容
に
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
人

望
や
人
気
が
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

木
下
正
俊
氏
が
「
ヨ
ソ
ル
全
体
の
語
義
を
歪
め
る
が
如
き
態
度
は
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
」（『
全
注
』
巻
四
）
と
警
告
し
た
通
り
、「
よ
そ
り
な
く
」
を
本
文

に
採
用
し
よ
う
と
す
る
と
、「
よ
そ
る
」
の
解
釈
が
恣
意
的
に
な
り
が
ち
だ
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。「
ソ
バ
ヘ
ヨ
ル
コ
ト
モ
ナ
ク
、カ
ヨ
ヒ
シ
ト
ヨ
メ
ル
ナ
リ
」（
仙
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覚
『
註
釋
』）、「
他
人
に
與
曽
波
利
そ
へ
る
心
な
く
一
心
に
通
し
を
い
ふ
」（
真
淵
『
考
』）、「
道
に
よ
る
か
た
も
な
く
か
よ
ひ
し
君
が
云
也
」（
守
部
『
楢
の
杣
』）、

「
道
よ
り
も
し
な
ひ
で
、
と
い
ふ
や
う
な
意
味
」（
澤
瀉
『
注
釈
』）
は
、「
よ
そ
り
な
く
」
を
「
寄
り
道
を
せ
ず
＝
浮
気
を
せ
ず
」
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

自
動
詞
「
寄
る
」
の
意
で
解
し
て
お
り
、「
よ
そ
る
」
が
他
動
詞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
伴
ナ
ヒ
テ
ヨ
リ
所
ト
ス
ル
人
モ
ナ
キ
ナ
リ
」

（
契
沖
『
代
匠
記
』
精
撰
本
）、「
よ
る
べ
き
た
よ
り
も
な
き
意
也
」（
千
蔭
『
略
解
』）、「
よ
る
べ
き
便
も
な
く
と
い
ふ
意
也
」（
岸
本
『
攷
證
』）、「
随
身
も
な
く
、

唯
独
通
ふ
意
な
る
べ
し
」（
雅
澄
『
古
義
』）
は
、「
よ
そ
り
」
を
「
拠
り
所
」
と
か
「
随
身
」
と
い
っ
た
名
詞
に
解
し
て
い
る
が
、こ
れ
も
ま
た
自
動
詞
「
寄
る
」

に
沿
っ
た
解
釈
で
あ
り
、「
よ
そ
る
」
の
他
動
詞
性
に
背
馳
す
る
。
な
お
荷
田
信
名
『
童
蒙
抄
』
は
「
よ
さ
り
な
く
」
と
訓
み
、
春
満
の
説
と
し
て
「
夜
去
無
」

と
い
う
特
異
な
解
釈
を
示
す
が
、「
与
曽
理
」
を
「
夜
離
り
」
の
意
に
解
す
る
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

　

か
く
の
ご
と
く
意
味
的
文
法
的
に
「
よ
そ
り
」
で
は
文
脈
に
適
合
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
残
る
選
択
肢
は
お
の
ず
と
「
お
そ
り
」
に
絞
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
「
お
そ
り
な
く
」
と
い
う
訓
を
択
ん
だ
場
合
、
万
葉
集
お
よ
び
上
代
文
献
に
「
お
そ
る
」
の
仮
名
書
き
確
例
が
得
ら
れ
な
い
点
に
不
安
は

あ
る
。
た
だ
、
訓
点
資
料
や
『
新
撰
字
鏡
』
な
ど
の
古
辞
書
に
は
「
お
そ
る
」
の
仮
名
書
き
例
が
存
在
す
る
。
記
紀
の
「
恐
・
畏
・
惶
」
な
ど
は
「
か
し
こ
し
」

と
訓
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
書
紀
古
訓
や
霊
異
記
古
訓
に
は
そ
れ
ら
を
「
お
そ
る
」
と
訓
ん
だ
例
も
あ
る
。
聖
武
即
位
宣
命
（『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
二

月
四
日
）
に
見
え
る
「
恐
美
受
賜
懼
理
坐
事
乎
」
の
「
懼
理
」
は
活
用
語
尾
が
「
り
」
で
あ
る
の
で
、「
か
し
こ
み
」
に
対
し
て
「
お
そ
り
」
と
訓
む
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。「
お
そ
る
」
の
確
実
な
例
は
、
十
世
紀
前
半
の
「
ひ
と
の
耳
に
お
そ
り
」（『
古
今
和
歌
集
』）
や
「
海
賊
の
お
そ
り
あ
り
」（『
土
左
日
記
』）
ま

で
下
る
が
、
十
世
紀
の
後
半
に
は
「
お
そ
る
」
が
下
二
段
化
し
（『
大
和
物
語
』『
宇
津
保
物
語
』
に
「
お
そ
れ
て
」
の
例
が
あ
る
）、
連
用
形
「
お
そ
れ
」
が

一
般
化
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
連
用
形
「
お
そ
り
」
は
古
形
を
保
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
『
土
左
日
記
』
の
例
か
ら
は
「
お
そ
り
あ
り
」
と
い
う
言
い
方
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
「
お
そ
り
な
し
」
と
い
う
言
い

方
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
当
該
箇
所
を
「
お
そ
り
な
く
」
と
訓
む
こ
と
に
有
力
な
根
拠
を
与
え
る
。
な
お
『
新
大
系
』
は
「
お
そ
り
な
く
」
が
仏
典
の
「
無

畏
」「
無
所
畏
」
の
訓
読
語
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、「
お
そ
る
」
が
「
仮
名
文
学
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
」（『
角
川
古
語
大
辞
典
』）
と
い
う
指

摘
を
併
せ
る
な
ら
、
そ
の
推
定
に
も
蓋
然
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
五
一
八
歌
の
三
句
は
「
お
そ
り
な
く
」
と
措
定
す
る
こ
と
と
す

る
。
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四
、「
神
樹
」
と
「
人
妻
」

　

安
麻
呂
の
「
神
樹
に
も
手
は
触
る
と
云
ふ
を
、
う
つ
た
へ
に
人
妻
と
云
へ
ば
触
れ
ぬ
も
の
か
も
」
は
、「
触
れ
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
御
神
木
だ
っ

て
、
ど
う
か
す
る
と
う
っ
か
り
触
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
と
い
う
の
に
、
と
か
く
人
妻
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
問
答
無
用
で
触
っ
て
は
い
け
な
い

も
の
な
の
か
ね
え
」
と
い
う
意
味
の
歌
と
な
る
。
一
首
の
眼
目
は
、「
神
樹
」
と
「
人
妻
」
と
い
う
一
見
か
け
離
れ
た
も
の
を
、
禁
忌
の
対
象
と
い
う
点
で
同

列
に
並
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
神
樹
に
も
手
は
触
る
」と
い
う
言
い
回
し
は
、御
神
木
は
手
を
触
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
い
う
前
提
が
鞏
固
に
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
表
現
で
あ
る
。

御
神
木
に
手
を
触
れ
る
こ
と
が
強
い
禁
忌
と
し
て
作
用
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
歌
の
対
比
と
強
調
の
表
現
論
理
は
成
り
立
た
な
い
。
御
神
木
に
触
れ
る
こ
と

が
そ
れ
ほ
ど
の
禁
忌
で
は
な
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
人
妻
の
禁
忌
も
そ
れ
ほ
ど
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
現
実
の
社
会
に
御
神
木
の
禁

忌
が
強
い
拘
束
力
を
持
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
妻
の
禁
忌
が
そ
れ
を
も
上
回
る
と
い
う
対
比
的
強
調
が
効
果
的
な
も
の
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

御
神
木
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
禁
忌
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
次
の
万
葉
歌
が
そ
の
証
左
と
な
る
。

イ　
味
酒
を
三
輪
の
祝
が
忌
ふ
杉　

手
触
れ
し
罪
か
君
に
遇
ひ
難
き
（
４
―
七
一
二
）

　

こ
の
歌
か
ら
は
、
御
神
木
に
触
れ
る
こ
と
が
「
罪
」
と
さ
れ
、
も
し
さ
わ
れ
ば
神
罰
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
あ
る
い
は
、
次
の
よ

う
な
旋
頭
歌
も
あ
る
。

ロ　
み
幣
帛
取
り
神
の
祝
が
鎮
斎
ふ
杉
原　

燎
木
伐
り
殆
と
し
く
に
手
斧
取
ら
え
ぬ
（
７
―
一
四
〇
三
）

　

御
神
木
を
焚
き
木
に
す
る
こ
と
な
ど
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
に
、
禁
忌
を
破
っ
て
そ
れ
を
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
あ
や
う
く
斧
を
失
う
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
と
い
う
歌
で
あ
る
。
景
行
紀
を
見
る
と
、
捕
囚
の
蝦
夷
が
伊
勢
神
宮
や
三
輪
山
と
い
っ
た
聖
域
で
乱
暴
狼
藉
を
働
き
、「
神
山
の
樹
を
伐
り
、
隣

里
に
叫
呼
び
て
人
民
を
脅
か
す
」（
景
行
五
十
一
年
八
月
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、神
木
を
切
る
こ
と
が
無
知
と
野
蛮
を
象
徴
す
る
行
為
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
孝
徳
天
皇
が
「
神
道
を
軽
み
す
」
天
皇
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
行
為
と
し
て
「
生
国
魂
社
の
樹
を
斮
る
」
と
い
う
事
例
が
挙
が
っ
て
い
る
（
孝
徳
即
位

前
紀
）
の
も
、斉
明
天
皇
が
「
朝
倉
社
の
木
を
斮
り
除
ひ
て
」
朝
倉
宮
を
建
て
た
た
め
、「
神
、忿
り
て
殿
を
壊
つ
。
ま
た
宮
中
に
鬼
火
を
見
る
。
是
に
由
り
て
、
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大
宮
人
及
び
諸
の
近
侍
、
病
み
死
ぬ
る
者
衆
し
」（
斉
明
七
年
五
月
）
と
い
う
の
も
、
神
木
を
切
る
こ
と
が
重
大
な
禁
忌
で
あ
り
、
神
の
怒
り
に
触
れ
る
行
為

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

神
木
を
切
る
の
は
論
外
と
し
て
も
、
触
る
だ
け
で
も
神
聖
さ
を
汚
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
御
神
木
に
は
禁
忌
の
し
る
し
で
あ
る
注
連
縄

が
張
ら
れ
た
。
御
神
木
に
触
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
の
禁
忌
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
知
る
好
材
料
は
、
中
世
に
お
け
る
「
神
木
動
座
」
や
「
神
木
入
洛
」

の
事
例
に
あ
る
。
興
福
寺
の
僧
徒
は
春
日
大
社
の
神
木
を
寺
域
に
立
て
る
こ
と
で
朝
廷
に
強
訴
し
、
さ
ら
に
は
神
木
を
京
都
に
運
び
入
れ
て
放
置
し
た
。
神
木

を
俗
人
が
触
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
た
め
、
朝
廷
は
謹
慎
・
廃
朝
す
る
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
興
福
寺
僧
は
寺
領
に
年
貢
未
納
な
ど
の
問
題
が
起
き

る
と
、
田
に
神
木
を
立
て
て
農
民
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
て
し
ま
っ
た（

３
）。

こ
う
し
た
奇
矯
な
方
法
で
も
効
果
が
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
春
日
大
社
の
神
木
に
霊

威
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
禁
忌
の
意
識
が
強
く
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
中
世
に
至
っ
て
も
な
お
神
木
の
霊
威
が
そ
れ
だ
け
恐
れ
ら
れ
て
い

た
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
原
始
信
仰
の
段
階
に
お
け
る
神
木
の
禁
忌
の
強
さ
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る（

４
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
神
木
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
禁
忌
が
現
実
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に
万
葉
歌
は
、
禁
忌
の
侵
犯
を
好
ん
で

題
材
と
す
る
。
神
事
の
禁
忌
を
恋
愛
の
禁
忌
に
重
ね
、
禁
忌
を
遵
守
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
れ
を
破
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
歌
お
う
と
す
る
。

ハ　
祝
等
が
斎
ふ
社
の
黄
葉
も
標
縄
越
え
て
落
る
と
云
ふ
も
の
を
（
10
―
二
三
〇
九
）

　

い
く
ら
標
縄
を
張
っ
て
立
ち
入
り
禁
止
に
し
て
み
て
も
、標
を
越
え
て
外
に
出
て
く
る
葉
だ
っ
て
あ
る
だ
ろ
う
、と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
「
も
」
や
「
と

云
ふ
」
と
い
っ
た
口
調
が
、安
麻
呂
歌
の
口
調
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
両
者
と
も
、「
触
れ
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
い
っ
て
も
、例
外
だ
っ

て
あ
る
で
は
な
い
か
」
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
万
葉
歌
で
は
、
神
事
の
禁
忌
に
対
抗
し
、
禁
忌
を
超
越
し
て
恋
愛
に
走
る
と
い
う
不
謹
慎
な
発

想
を
示
す
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る
。

ニ　
木
綿
懸
け
て
斎
ふ
こ
の
神
社　

超
え
ぬ
べ
く
念
ほ
ゆ
る
か
も　

恋
の
繁
き
に
（
７
―
一
三
七
八
）

ホ　
神
奈
備
に
神
籬
立
て
て
忌
へ
ど
も　

人
の
心
は
守
り
あ
へ
ぬ
も
の
（
11
―
二
六
五
七
）

ヘ　
霊
ぢ
は
ふ
神
も
吾
を
ば
打
棄
て
こ
そ　

し
ゑ
や
寿
の
惜
し
け
く
も
無
し
（
11
―
二
六
六
一
）

ト　
ち
は
や
ぶ
る
神
の
斎
垣
も
越
え
ぬ
べ
し　

今
は
吾
が
名
の
惜
し
け
く
も
な
し
（
11
―
二
六
六
三
）
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こ
れ
ら
の
歌
で
は
、
恋
愛
感
情
の
激
し
さ
は
神
威
や
秩
序
を
も
超
越
し
て
し
ま
う
と
い
う
大
胆
な
発
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
神
樹
」
と
「
人
妻
」
を
較
べ
、

禁
忌
の
侵
犯
を
仄
め
か
す
安
麻
呂
歌
の
発
想
は
、
こ
う
し
た
万
葉
歌
な
ら
で
は
の
世
俗
的
な
思
考
様
式
に
連
な
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　

宗
教
的
な
禁
忌
に
対
し
、「
人
妻
」
の
禁
忌
は
、
生
活
習
慣
の
倫
理
と
い
う
以
上
に
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
名
例

律
や
雑
律
に
は
「
姧
他
妻
妾
」
の
罪
に
つ
い
て
複
数
の
記
述
が
あ
り
、
相
当
の
厳
罰
が
下
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
名
例
律
に
は
免
官
の
規

定
が
あ
り
、
石
上
乙
麻
呂
と
久
米
若
売
の
配
流
（
天
平
十
一
年
三
月
）
は
、
若
売
が
未
亡
人
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
姧
」
の
罪
で
罰
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
実
に
は
「
人
妻
」
と
の
恋
は
厳
罰
に
処
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
安
麻
呂
歌
に
対
し
て
「
大
体
此
の
時
代
の
婚
姻
道
徳
は
固
苦
し
い

も
の
で
は
な
か
つ
た
如
く
見
え
る
」（
土
屋
『
私
注
』）
と
か
、「
上
代
の
婚
姻
関
係
で
は
、必
ず
し
も
後
世
ほ
ど
厳
格
な
貞
操
関
係
を
求
め
合
わ
な
か
っ
た
」（『
新

編
全
集
』）
と
い
っ
た
注
を
附
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
失
当
で
あ
る
。
安
麻
呂
は
律
令
を
遵
守
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
官
人
で
あ
っ
て
、
し
か
も
大
納
言
と
い
う
重

職
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
当
然
律
の
規
定
も
念
頭
に
あ
り
、
そ
の
刑
罰
の
厳
し
さ
も
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

万
葉
歌
は
、
自
由
恋
愛
を
禁
忌
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
禁
忌
の
超
越
を
夢
見
て
歌
う
。
だ
が
そ
れ
は
言
葉
の
上
だ
け
の
戯
れ
で
あ
り
、
そ
の
場

限
り
の
座
興
だ
か
ら
こ
そ
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る（

５
）。

神
樹
へ
の
侵
犯
も
、
人
妻
へ
の
侵
犯
も
、
そ
れ
が
現
実
に
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、「
歌
」
の
中
だ
け
で
ス
リ
ル
を
味
わ
う
。
禁
忌
に
は
強
い
拘
束
力
が
あ
り
、
誰
も
本
気
で
破
る
気
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
禁
忌
を
破
る
歌
は
一
座

の
快
哉
と
昂
奮
を
呼
ぶ
。
左
右
大
臣
に
次
ぐ
大
納
言
と
い
う
地
位
に
あ
る
大
伴
安
麻
呂
が
、
堂
々
と
禁
忌
の
侵
犯
を
歌
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
そ
の

こ
と
が
、
こ
の
歌
が
宴
席
で
の
戯
れ
の
作
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

五
、「
春
日
野
の
山
辺
の
道
」

　

安
麻
呂
の
歌
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
並
置
さ
れ
る
石
川
郎
女
の
歌
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
三
句
の

本
文
を
「
お
そ
り
な
く
」
と
措
定
す
る
な
ら
ば
、「
春
日
野
の
山
辺
の
道
を
お
そ
り
無
く
通
ひ
し
君
が
、
見
え
ぬ
こ
ろ
か
も
」
は
、「
春
日
山
周
辺
を
通
る
道
を

恐
れ
る
こ
と
も
な
く
通
っ
て
来
て
い
た
は
ず
の
あ
な
た
が
、
ど
う
し
て
近
頃
は
姿
を
お
見
せ
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
ね
え
」
と
い
う
意
味
の
歌
と
な
る
。
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そ
の
場
合
、
な
ぜ
「
春
日
野
の
山
辺
の
道
」
が
恐
ろ
し
い
場
所
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。『
代
匠
記
』
初
稿
本
は
「
山
べ
の
道
に
は
、

山
賊
猛
獣
な
ど
も
あ
る
を
、
そ
れ
に
も
お
そ
れ
ず
」
と
注
す
る
が
、
奈
良
時
代
の
春
日
野
周
辺
に
は
「
山
賊
猛
獣
」
が
出
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
西
『
全
訳

注
』
は
「
あ
の
山
ぞ
い
の
難
路
も
お
そ
れ
る
こ
と
な
く
」
と
訳
し
、「
山
辺
は
、
な
お
野
生
の
動
物
が
い
た
ろ
う
」
と
注
す
る
が
、
そ
れ
は
今
で
も
春
日
山
あ

た
り
に
は
鹿
な
ど
の
野
生
動
物
が
多
く
い
る
わ
け
で
、他
の
場
所
と
較
べ
て
格
別
に
恐
ろ
し
い
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
多
田
『
全
解
』
も
「
難
路
で
あ
っ
た
か
」

と
言
う
が
、「
難
路
」
を
通
う
こ
と
は
大
変
で
あ
っ
た
り
面
倒
で
あ
っ
た
り
は
す
る
だ
ろ
う
が
、
難
渋
す
る
こ
と
が
「
恐
ろ
し
い
」
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
ま

た
現
実
の
春
日
山
周
辺
に
は
命
の
危
険
を
感
じ
る
ほ
ど
の
険
阻
な
道
は
存
在
せ
ず
、「
道
ら
し
い
道
も
な
い
密
林
を
し
か
も
夜
中
に
踏
み
分
け
て
通
う
男
は
恐

ろ
し
い
と
思
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
」（
木
下
『
全
注
』）
と
い
う
説
明
も
や
は
り
大
仰
に
過
ぎ
、「
山
辺
の
道
を
」
と
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
の
に
「
道
ら
し
い

道
も
な
い
」
と
決
め
つ
け
る
の
は
お
か
し
い
。「
寂
し
い
道
」（
武
田
『
全
註
釈
』）「
寂
し
い
山
道
を
恐
れ
な
く
」（
佐
佐
木
『
評
釈
』）「
人
家
な
ど
も
な
く
、

恐
ろ
し
げ
な
道
」（
阿
蘇
『
全
歌
講
義
』）
と
い
う
の
も
「
君
」
を
少
々
馬
鹿
に
し
た
説
明
で
、
夜
の
道
を
女
性
の
も
と
に
通
お
う
と
す
る
男
性
が
珍
し
く
な
い

時
代
に
、「
寂
し
い
」
か
ら
「
恐
ろ
し
い
」
と
い
う
の
は
余
り
に
も
肝
の
小
さ
い
話
で
あ
る
。
恋
す
る
男
に
と
っ
て
は
、
暗
さ
も
寂
し
さ
も
「
恐
ろ
し
い
」
も

の
で
は
あ
る
ま
い
。

　
「
春
日
野
の
山
辺
の
道
」
と
い
う
地
域
的
特
性
を
考
え
て
み
た
と
き
、
他
の
地
域
と
較
べ
て
特
別
に
「
恐
ろ
し
い
」
と
感
じ
る
要
素
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
地
形
や
生
息
動
物
な
ど
の
自
然
環
境
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
春
日
の
地
な
ら
で
は
の
条
件
と
い
う
も
の
を
考
え
て
み
る
な
ら
、
や
は
り
「
神
の
社
が
あ

る
の
で
『
恐
り
』
と
言
っ
た
も
の
」（『
新
潮
集
成
』）、「
春
日
野
に
は
神
の
社
が
あ
り
…
そ
れ
に
対
す
る
畏
怖
」（
稲
岡
『
和
歌
大
系
』）、「
春
日
野
に
は
神
の

社
が
あ
っ
た
…
『
山
辺
の
道
』
は
そ
の
野
に
通
ず
る
道
ゆ
え
、
恐
ろ
し
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」（
伊
藤
『
釈
注
』）
と
い
う
指
摘
が
正
鵠
を
射
て
い
よ
う
。

こ
の
見
方
を
補
強
す
る
有
力
な
根
拠
と
な
る
の
が
次
の
歌
群
の
存
在
で
あ
る（

６
）。

　
　
　
　

娘
子
、
佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
の
贈
る
歌
に
報
ひ
る
一
首

チ　
ち
は
や
ぶ
る
神
の
社
し
無
か
り
せ
ば
春
日
の
野
辺
に
粟
種
か
ま
し
を
（
３
―
四
〇
四
）

　
　
　
　

佐
伯
宿
祢
赤
麻
呂
、
更
に
贈
る
歌
一
首

リ　
春
日
野
に
粟
種
け
り
せ
ば
鹿
待
ち
に
継
ぎ
て
行
か
ま
し
を　

社
し
怨
め
し
（
四
〇
五
）
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娘
子
、
復
た
報
ひ
る
歌
一
首

ヌ　
吾
が
祭
る
神
に
は
あ
ら
ず　

大
夫
に
認
き
た
る
神
そ　

好
く
祀
る
べ
し
（
四
〇
六
）

　

チ
の
娘
子
歌
は
、そ
こ
に
「
神
の
社
」
が
あ
る
か
ら
「
春
日
の
野
辺
」
に
は
粟
を
蒔
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
チ
の
前
に
は
本
来
赤
麻
呂
の
贈
歌
が
あ
っ

た
が
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
が
春
日
野
に
粟
を
播
く
こ
と
を
勧
誘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
赤
麻
呂
の
リ
は
、

娘
子
が
粟
を
播
い
た
ら
自
分
も
鹿
を
防
ぐ
べ
く
春
日
野
に
行
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
「
社
」
の
存
在
が
恨
め
し
い
と
い
う
。

む
ろ
ん
こ
の
贈
答
に
お
け
る
「
神
」
も
「
社
」
も
「
粟
播
き
」
も
譬
喩
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
そ
の
譬
喩
が
成
り
立
つ
前
提
に
は
春
日
野
に
「
神
の
社
」

が
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
「
神
の
社
」
の
存
在
が
人
の
行
動
を
制
限
す
る
と
い
う
こ
の
歌
の
内
容
は
、
そ
こ
に
宗
教
的
な
禁
忌
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
ま
た
春
日
野
が
神
域
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
春
日
の
地
が
神
域
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
巻
十
九
・
四
二
四
〇
の
題
詞
「
春
日
祭
神
之
日
、
藤
原
太
后
御
作
歌
」
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。「
春
日
野
の
山
辺
」
と
い
う
場
所
を
特
別
に
恐
れ
る

理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
宗
教
的
聖
域
を
畏
怖
す
る
心
で
あ
っ
た
と
見
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

　

春
日
大
社
の
創
建
時
期
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
る
が（

７
）、

社
殿
の
成
立
と
春
日
信
仰
の
成
立
と
は
全
く
次
元
が
異
な
る
。
建

築
史
的
観
点
と
し
て
は
重
要
な
論
点
で
は
あ
ろ
う
が
、
春
日
信
仰
の
本
質
か
ら
言
え
ば
、「
現
在
の
社
殿
」
の
建
立
時
期
を
云
々
す
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
意
味
は

な
い
。
現
在
も
春
日
大
社
は
二
十
年
に
一
度
の
式
年
造
替
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
春
日
若
宮
祭
に
お
け
る
御
旅
所
の
行
宮
が
毎
年
新
た
に
作
り
直
さ
れ
る

の
と
同
じ
こ
と
で
、
社
殿
自
体
は
交
換
可
能
な
仮
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。「
や
し
ろ
（
屋
代
）」
と
い
う
土
地
が
神
聖
な
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
い
る
神
が
信
仰

の
対
象
な
の
で
あ
っ
て
、
建
造
物
の
「
屋
」
が
信
仰
の
対
象
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い（

８
）。
赤
麻
呂
と
娘
子
の
贈
答
歌
群
に
し
て
も
、
社
殿
の
有
無
は
関
係
な
く
、

神
域
で
あ
る
こ
と
が
粟
を
播
く
こ
と
を
阻
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

春
日
大
社
の
位
置
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、
そ
の
信
仰
は
社
殿
の
背
後
に
聳
え
る
春
日
山
＝
御
蓋
山
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
現
在

の
社
殿
は
平
城
京
の
条
里
に
合
わ
せ
た
配
置
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
参
道
の
正
面
に
位
置
せ
ず
、
三
条
通
の
延
長
線
に
南
面
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
不
自
然
な

配
置
で
あ
る
。
参
道
を
直
進
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
は
社
殿
で
は
な
く
春
日
山
で
あ
る
。
春
日
大
社
と
春
日
山
の
関
係
は
、
大
神
神
社
と
三
輪
山
の
関
係
と
同

じ
で
あ
り
、
神
体
山
こ
そ
が
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
て
、
麓
の
社
殿
は
そ
の
遙
拝
所
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
春
日
信
仰
の
本
質
と
は
春
日
山
に
対
す
る
信
仰
で
あ
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る（
９
）。

　

石
川
郎
女
歌
の
「
春
日
野
の
山
」
と
は
信
仰
の
対
象
た
る
春
日
山
で
あ
り
、「
春
日
野
の
山
辺
の
道
」
と
は
春
日
山
を
取
り
巻
く
神
聖
な
道
で
あ
る
。
そ
れ

を
「
恐
れ
る
」
の
は
、
春
日
の
神
の
霊
威
に
対
す
る
畏
怖
に
他
な
ら
な
い
。
中
世
の
「
神
木
動
座
」「
神
木
入
洛
」
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
春
日

神
木
は
殊
に
神
聖
視
さ
れ
恐
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
春
日
山
の
森
林
は
伐
採
さ
れ
る
こ
と
な
く
「
春
日
山
原
始
林
」
と
呼
ば
れ
る
原
生
林
が
現
在
ま
で
残
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
春
日
山
原
始
林
の
存
在
が
、
神
木
に
対
す
る
禁
忌
が
ど
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
法
的
な
規
制
と
し
て

は
承
和
八
年
（
八
四
一
）
三
月
一
日
に
出
さ
れ
た
「
春
日
大
神
の
神
山
の
内
の
狩
獵
・
伐
木
等
」
を
禁
ず
る
勅
（『
続
日
本
後
紀
』）
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か

ら
す
で
に
春
日
山
は
宗
教
的
禁
足
地
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
仁
明
天
皇
の
勅
は
そ
の
緩
み
に
対
し
て
禁
制
強
化
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
石
川
郎
女
が
歌
う
「
春
日
野
の
山
辺
」
へ
の
恐
れ
と
、
大
伴
安
麻
呂
が
歌
う
「
神
樹
」
の
禁
忌
と
は
、
非
常
に
近
い
関
係
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、「
春
日
野
の
山
辺
の
道
を
恐
り
な
く
通
ふ
」
と
「
神
樹
に
も
手
は
触
る
」
と
の
間
に
対
応
関
係
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
安
麻
呂
は
、
触
れ
て
は
い
け
な
い
「
神
樹
」
で
さ
え
触
れ
る
こ
と
は
あ
る
と
言
う
が
、
石
川
郎
女
の
歌
う
「
君
」
は
、
神
域
で
あ
る
「
春
日
野
の

山
辺
」
を
も
躊
躇
な
く
通
る
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
安
麻
呂
は
、「
神
樹
」
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
人
妻
」
は
ど
う
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

言
い
、
石
川
郎
女
は
、「
春
日
野
の
山
辺
」
を
も
恐
れ
な
い
あ
な
た
が
、
近
ご
ろ
通
っ
て
こ
な
い
の
は
ど
う
し
た
わ
け
で
し
ょ
う
、
と
言
う
。
さ
す
れ
ば
安
麻

呂
の
「
人
妻
と
云
へ
ば
触
れ
ぬ
も
の
か
も
」
も
、
郎
女
の
「
君
が
見
え
ぬ
こ
ろ
か
も
」
と
対
応
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
佐
保
大

伴
の
大
家
な
り
」
と
い
う
注
記
に
は
、
石
川
郎
女
が
他
な
ら
ぬ
「
人
妻
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
郎
女
は
「
人
妻
」
と
い
う
立
場

で
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
神
の
禁
忌
を
も
恐
れ
な
か
っ
た
「
君
」
も
、「
人
妻
」
の
禁
忌
に
怯
え
て
通
っ
て
来
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を

述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。「
見
え
ぬ
こ
ろ
か
も
」
の
口
調
に
は
「
神
の
祟
り
も
怖
く
な
い
と
強
が
っ
て
い
た
あ
な
た
で
も
、『
姧
他
妻
妾
』
の
罪
に
問
わ
れ
る

こ
と
は
怖
い
の
で
す
ね
」
と
い
う
揶
揄
の
気
味
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
考
え
る
と
当
該
二
首
の
題
材
と
主
題
は
密
接
に
連
関
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
対
応

関
係
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
二
首
を
並
べ
て
排
列
し
て
い
る
の
も
、
巻
四
編
者
が
「
単
に
作
者
が
夫
婦
で
あ
る
い
う
点
だ
け
で
併
記
し
た
も

の
」（
木
下
『
全
注
』）
で
は
な
く
て
、
も
と
も
と
同
時
作
で
原
資
料
段
階
か
ら
並
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
首
が
と
も
に
人
妻
と
の
密
通
を
題
材
と
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
題
詞
が
現
実
の
夫
婦
関
係
を
示
そ
う
と
す
る
こ
と
に
は
「
種
明
か
し
」
の
意
味
が
あ
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る
と
言
え
る
。「
人
妻
」
へ
の
恋
慕
と
い
う
違
法
行
為
を
本
心
か
ら
歌
う
こ
と
は
、
当
時
の
社
会
通
念
に
お
い
て
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
し
て
社
会

的
地
位
の
あ
る
人
間
に
で
き
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。「
人
妻
へ
の
恋
」
は
虚
構
の
中
で
の
み
許
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
佐
保
大
伴
の
大
家
」
と
い
う
注
記
は
、

石
川
郎
女
が
安
麻
呂
の
妻
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
大
伴
氏
内
部
で
最
も
重
き
を
成
す
女
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
権

威
あ
る
「
人
妻
」
に
対
し
、「
姧
他
妻
妾
」
の
罪
を
犯
し
て
通
っ
て
来
る
人
が
現
実
に
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
佐
保
大
伴
の
大
家
」
と
い
う
注
記
は
、

石
川
郎
女
が
「
佐
保
に
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
安
麻
呂
も
郎
女
も
同
じ
佐
保
に
い
る
の
に
、
安
麻
呂
が
「
春
日
野
の
山
辺
の
道
」
を
通
っ

て
来
る
は
ず
が
な
い
。
仮
に
石
川
郎
女
が
春
日
の
里
あ
た
り
に
い
た
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
一
条
南
大
路
あ
た
り
の
佐
保
の
邸
か
ら
五
条
あ
た
り
の
春
日
の

里
に
行
こ
う
と
す
る
な
ら（

（1
（

、平
城
京
の
大
路
を
ま
っ
す
ぐ
に
南
下
す
る
は
ず
で
あ
っ
て
、春
日
山
の
麓
を
迂
回
す
る
理
由
が
な
い
。
つ
ま
り
「
春
日
山
か
ら
通
っ

て
く
る
男
」
と
い
う
の
は
安
麻
呂
で
は
な
く
、「
神
樹
に
触
れ
る
」
と
い
う
話
題
か
ら
の
聯
想
で
設
定
さ
れ
た
架
空
の
存
在
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ

ら
く
三
輪
山
を
舞
台
と
す
る
神
婚
説
話
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
遊
戯
的
に
春
日
山
に
も
投
影
し
て
み
た
の
で
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

こ
の
二
首
の
趣
向
は
、
同
じ
く
「
人
妻
へ
の
恋
」
を
歌
う
額
田
王
と
大
海
人
皇
子
の
「
蒲
生
野
遊
猟
歌
」
の
状
況
と
発
想
に
酷
似
し
て
い
る（

（1
（

。
ど
ち
ら
も
現

実
に
は
夫
婦
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
人
妻
」
に
対
す
る
禁
忌
の
恋
と
い
う
重
い
題
材
を
、
娯
楽
に
転
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
贈

答
と
い
う
よ
り
も
、
合
作
と
か
連
作
と
で
も
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
遊
戯
的
趣
向
を
展
開
す
る
場
と
い
え
ば
お
よ
そ
宴
席
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
伊
藤

『
釈
注
』
が
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
本
来
、
二
首
は
同
じ
宴
席
で
楽
し
ま
れ
た
歌
で
あ
っ
た
か
」
と
推
測
し
た
通
り
、
二
首
は
宴
の
座
興
と
し
て
披
露
さ
れ
た
夫

婦
に
よ
る
虚
構
的
応
酬
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
坂
上
郎
女
の
「
祭
神
歌
」
が
大
伴
氏
神
祭
祀
の
宴
席
で
披
露
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
首
も
春
日
で
の
祭
祀
の

後
の
宴
で
披
露
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
場
の
性
格
が
「
神
樹
」
と
「
春
日
野
の
山
辺
」
と
い
う
題
材
を
規
定
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。

六
、
二
首
の
成
立
時
期
に
つ
い
て

　

最
後
に
、
二
首
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
万
葉
集
に
は
「
春
日
野
」
と
か
「
春
日
山
」
な
ど
「
春
日
」
の
地
名
が
五
十
二
例
詠
ま
れ
て
い
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る
が
、
そ
の
用
例
に
は
顕
著
な
傾
向
が
見
ら
れ
、
巻
一
・
二
に
は
全
く
詠
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
、
後
期
万
葉
歌
に
集
中
し
、
特
に
大
伴
氏
関
連
の
作
が
多
い
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
傾
向
か
ら
は
、和
銅
三
年
の
平
城
遷
都
に
よ
っ
て
身
近
な
場
所
に
な
っ
た
た
め
「
春
日
」
の
地
名
が
積
極
的
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
経
緯
が
窺
え
る
。
安
麻
呂
が
「
佐
保
大
納
言
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
家
が
「
佐
保
大
伴
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
平
城
遷

都
後
に
佐
保
が
居
住
地
と
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
平
城
遷
都
後
の
作
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
該
二
首
の
近
く
に
あ
る
五
二
二
番
歌
題
詞
に
は
「
京
職
藤
原
大
夫
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
藤
原
麻
呂
の
極
官
で
は
な
い
。
ま
た
坂
上
郎
女
の
名
も
旧
称
の

「
大
伴
郎
女
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
巻
四
題
詞
の
方
針
か
ら
す
る
と
、
五
一
七
番
歌
は
安
麻
呂
が
若
い
時
の
作
で
は
な
く
、「
大
納
言
兼
大
将
軍
」
の
地

位
に
就
い
て
以
後
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
推
定
は
、「
春
日
」「
佐
保
」
が
平
城
遷
都
後
の
地
理
感
覚
の
中
か
ら
浮
上
し
た
地
名
で
あ
る
こ
と
と

矛
盾
な
く
一
致
す
る
。
だ
と
す
れ
ば
、五
一
七
・
五
一
八
の
詠
作
時
期
は
和
銅
三
年
か
ら
和
銅
七
年
の
間
に
絞
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
和
銅
五
年
の「
春
日
の
烽
」

設
置
は
大
将
軍
が
責
任
者
で
あ
っ
た
（
な
お
旅
人
も
左
将
軍
の
地
位
に
あ
り
父
を
補
佐
し
て
い
た
）
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
時
に
春
日
地
鎮
の
祭
祀
が
行

わ
れ
た
と
も
想
像
で
き
る
。
烽
設
置
の
た
め
に
春
日
の
樹
林
を
切
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

人
妻
へ
の
恋
慕
を
う
た
う
当
該
歌
を
安
麻
呂
最
晩
年
の
六
十
代
の
作
と
見
る
こ
と
に
不
審
を
抱
く
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
六
十
代
の
高
位
者
が
年
甲
斐
も
な
い

歌
を
う
た
う
こ
と
は
、
安
倍
広
庭
や
山
上
憶
良
の
歌
な
ど
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
の
で
、
宴
席
で
笑
い
を
取
る
常
套
手
法
で
あ
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る（

（1
（

。
坂
上
郎
女
が
こ
の
二
首
を
書
き
と
め
注
記
を
附
し
た
と
見
る
な
ら
、
そ
れ
は
両
親
も
自
ら
と
同
じ
く
諧
謔
精
神
と
虚
構
意
識
を
有
す
る
表
現
者

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
記
録
し
て
お
き
た
い
と
い
う
意
図
に
基
づ
く
営
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

注

（
１
）�

坂
上
郎
女
歌
の
左
注
に
つ
い
て
は
特
段
の
根
拠
も
な
く
家
持
に
よ
る
も
の
と
断
ず
る
見
方
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
が
、佐
藤
隆「
大
伴
坂
上
郎
女
歌
に
存
す
る
漢
文
の
文
芸
注
」（『
中

京
大
学
文
学
部
紀
要
』
51
巻
１
号
、
平
28
・
12
）
は
通
説
に
異
を
唱
え
、
坂
上
郎
女
歌
に
特
徴
的
な
長
い
左
注
は
、
郎
女
自
身
が
書
い
た
「
漢
文
に
よ
る
『
文
芸
注
』」
で
あ
る
と

論
じ
た
。
こ
の
見
方
は
、
坂
上
郎
女
の
歌
に
漢
文
学
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
指
摘
か
ら
見
れ
ば
妥
当
な
結
論
で
あ
る
。
ま
た
家
持
執
筆
な
ら
ば
郎
女
関
連
歌
以
外
に
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も
同
趣
の
左
注
が
満
遍
な
く
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
お
か
し
い
。
坂
上
郎
女
歌
に
特
徴
的
な
左
注
が
現
れ
る
理
由
は
、
佐
藤
氏
の
説
に
拠
ら
な
け
れ
ば
説
明
で
き
な
い
。
な
お
坂

上
郎
女
の
創
作
態
度
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
律
令
国
家
と
言
語
文
化
』（
汲
古
書
院
・
令
２
）
第
五
章
第
五
節
に
言
及
し
て
い
る
。

（
２
）�「
春
日
」
か
ら
「
佐
保
」
に
通
っ
て
来
る
男
と
い
う
設
定
自
体
が
、
虚
構
性
を
示
す
サ
イ
ン
だ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
春
日
野
の
山
辺
の
道
を
通
っ
て
来
る
と
い
う
の
は
、
男
が

春
日
山
か
ら
や
っ
て
来
る
こ
と
を
暗
示
し
て
お
り
、
三
輪
山
神
婚
説
話
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
春
日
」
か
ら
「
佐
保
」
に
通
う
と
い
う
設
定

を
矛
盾
と
考
え
、
こ
の
時
石
川
郎
女
が
春
日
の
里
に
い
た
と
か
、
佐
保
邸
や
春
日
野
の
位
置
を
恣
意
的
に
動
か
そ
う
と
す
る
の
は
議
論
が
顚
倒
し
て
い
る
。

（
３
）��

中
村
吉
治
「
田
地
に
神
木
を
立
て
る
こ
と
」『
中
世
社
会
の
研
究
』（
河
出
書
房
・
昭
14
）

（
４
）�

樹
木
に
対
す
る
神
聖
視
に
つ
い
て
は
、
小
川
直
之
「
神
霊
樹
信
仰
の
諸
相
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
７
号
、
令
４
・
２
）
が
研
究
史
を
整
理
し
て
詳
論
し
て
お
り
、
一
つ
の
意
味

に
は
絞
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
発
想
類
型
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
御
神
木
に
も
複
数
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
心
に
あ
る
の
は
巨
木
・

古
木
に
対
す
る
樹
霊
信
仰
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
通
説
で
は
神
籬
も
樹
木
と
さ
れ
、
神
降
臨
の
た
め
に
立
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
が
、
笹
生
衛
「
神
の
籬
と
神
の
宮
」（『
神

道
宗
教
』
二
三
八
号
、
平
27
・
４
）
は
こ
れ
に
異
を
唱
え
、
古
代
の
神
籬
は
神
域
を
囲
む
「
垣
」
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
お
り
、
万
葉
歌
理
解
の
上
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。

（
５
）�

恋
愛
の
禁
忌
性
と
そ
れ
を
歌
う
こ
と
の
遊
戯
性
に
つ
い
て
は
、
注
１
拙
著
第
二
章
第
八
節
・
第
五
章
第
七
節
に
論
じ
て
い
る
。

（
６
）�

佐
伯
赤
麻
呂
の
歌
群
に
つ
い
て
は
、
橋
本
四
郎
「
幇
間
歌
人
佐
伯
赤
麻
呂
と
娘
子
の
歌
」『
橋
本
四
郎
論
文
集　

万
葉
集
編
』（
角
川
書
店
・
昭
61
）
が
優
れ
た
読
解
を
示
す
。

（
７
）�

春
日
大
社
の
創
建
を
め
ぐ
っ
て
は
多
く
の
論
が
あ
る
が
、
主
要
な
も
の
の
み
挙
げ
れ
ば
、
宮
地
直
一
「
春
日
神
社
の
成
立
」『
神
道
論
攷　

第
一
巻
』（
古
今
書
院
・
昭
17
）、
福
山

敏
男
「
春
日
神
社
の
創
立
と
社
殿
配
置
」『
日
本
建
築
史
の
研
究
』（
桑
名
文
星
堂
・
昭
18
）、
西
田
長
男
「
文
献
資
料
―
春
日
大
社
の
成
立
を
一
例
と
し
て
―
」（『
神
道
考
古
学
講

座　

第
六
巻
』
雄
山
閣
出
版
・
昭
48
）、
義
江
明
子
「
春
日
祭
祝
詞
と
藤
原
氏
」（『
歴
史
学
研
究
』
五
三
七
号
、
昭
60
・
１
）、
三
宅
和
朗
「
古
代
春
日
社
の
祭
り
と
信
仰
」（『
史
学
』

71
巻
１
号
、
平
13
・
12
）、
大
友
裕
二
「
春
日
大
社
創
祀
に
関
す
る
一
考
察
」（『
神
道
史
研
究
』
60
巻
２
号
、
平
24
・
10
）
な
ど
が
あ
る
。

（
８
）�

折
口
信
夫
「
古
代
人
の
思
考
の
基
礎
」『
古
代
研
究　

民
俗
学
篇
二
』（
大
岡
山
書
店
・
昭
５
）
は
、「
や
し
ろ
」
と
は
建
物
で
は
な
く
「
家
に
当
る
も
の
」
で
あ
り
、「
神
の
降
り

る
所
と
し
て
、
標
の
縄
を
張
つ
て
、
定
め
て
あ
る
」
空
地
を
言
う
と
し
て
い
る
。「
や
し
ろ
」
が
必
ず
し
も
空
地
だ
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
社
殿
が
仮
の
も
の
だ
と
い
う
認
識

は
根
強
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
「
や
し
ろ
」
お
よ
び
「
も
り
」「
神
社
」
と
い
っ
た
語
に
つ
い
て
は
、
三
橋
健
「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
『
神
社
』
と
い
う
語
に
つ
い
て
」

（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
一
巻
五
号
、
平
22
・
５
）
に
調
査
・
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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（
９
）�

大
場
磐
雄
「
春
日
大
社
の
考
古
学
的
考
察
」『
祭
祀
遺
跡
』（
角
川
書
店
・
昭
45
）

（
10
）�「
佐
保
の
家
」「
春
日
の
里
」
の
地
理
的
比
定
に
つ
い
て
は
、
永
島
福
太
郎
『
奈
良
』（
吉
川
弘
文
館
・
昭
38
）、
川
口
常
孝
『
大
伴
家
持
』（
桜
楓
社
・
昭
51
）、
大
井
重
二
郎
『
万

葉
集
歌
枕
の
解
疑
』（
双
文
社
出
版
・
昭
55
）、
吉
村
誠
「
藤
原
八
束
歌
二
首
の
意
図
」（『
美
夫
君
志
』
61
号
、
平
12
・
11
）
な
ど
に
考
証
が
あ
り
、
範
囲
に
や
や
幅
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
の
立
場
と
し
て
は
、
川
口
氏
の
地
理
的
考
証
が
最
も
説
得
力
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
11
）�

万
葉
歌
に
お
い
て
三
輪
山
神
婚
説
話
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
１
拙
著
第
二
章
第
四
節
・
第
四
章
第
七
節
・
第
五
章
第
四
節
に
述
べ
て
い
る
。

（
12
）�

蒲
生
野
遊
猟
歌
が
「
秘
め
ら
れ
た
恋
」
と
い
う
主
題
の
も
と
「
人
妻
」
の
禁
忌
を
題
材
に
し
た
「
夫
婦
漫
才
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
１
拙
著
第
二
章
第
五
節
に
詳
述
し

て
い
る
。

（
13
）�

万
葉
の
相
聞
に
は
、
大
伴
百
代
と
坂
上
郎
女
の
贈
答
（
４
―
五
五
九
～
五
六
四
）、
佐
伯
赤
麻
呂
と
娘
子
の
贈
答
（
４
―
六
二
七
・
六
二
八
）、
紀
女
郎
と
家
持
の
贈
答
（
４
―

七
六
二
～
七
六
四
）
な
ど
の
よ
う
に
、
殊
更
に
「
老
い
ら
く
の
恋
」
を
強
調
す
る
歌
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
事
実
や
実
感
を
述
べ
合
っ
て
い
る
は
ず
は
な
く
、
誇

張
と
戯
れ
の
歌
と
見
る
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
嘆
老
が
「
笑
い
」
と
結
び
つ
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
苔
の
む
す
ま
で
」（『
古
代
研
究
』
49
号
、
平
28
・
２
）

を
参
照
。
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